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 読み聞かせボランティア ポケットの会は、当時の榮 健 校長先生と、先

生方の呼びかけに集った保護者によって発足いたしました。年々受け継がれ、

今年度も２０名を超えるご登録をいただき、元気に楽しく活動しています。 

 毎月１回を目安に各教室で朝１５分間、そして夏休み前半にはワールドル

ームで４５分程の読み聞かせイベントを開催しています。 

５月８日（火）には今年度１回目の読み聞かせを行いました。 

 

 

 

今回は、長く活動を続けてくださっている保護者の方々の声を中心に、読

み聞かせの様子をお届けいたします。 

・芝小の子どもたちは、読み聞かせを聴くのがとても上手です。 

ピーンと緊張感のある雰囲気、間のいいところでの笑い声、そんな芝っ子

たちの前で今年度も読み聞かせをやらせてもらえて、とても幸せだなぁと

感じています。（ポケットの会 在籍10年目） 

・1910年のハレー彗星の接近を題材にした絵本を読みました。少し長いお話

で古めかしい言い回しもありましたが、集中して聞き取ろうとしてくれる

様子が嬉しかったです。（高学年クラス） 

・この本を読んだらどんな反応があるのかな？とワクワクしながら選んでい

ます。高学年も意外な展開のときには思わず声を上げたりしてくれて、読

みがいがあります。低学年では、東日本大震災の絵本に涙をながして聞い

てくれました。本を通じて同じ思いを共有できているのも嬉しいです。 

・読み聞かせは子どもたちからパワーをもらえることも多く、いつも幸せな

気持ちになります。 

また、夏休みイベントなどを通じ、他学年の方々と交流を持てることも嬉

しいです。 

・参観の感想 

おしゃべりする子が一人もおらず、全員が集中して耳を傾けている様子に

正直驚きました。 

継続して活動してくださっているお陰なのだと感じ、あらためて感謝いた

しております。（新規登録・今回参観） 

１８年続く 読み聞かせボランティア  

～ポケットの会～ 

読み聞かせ参加の保護者の声 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

（担当 串橋 節子） 

１－１「しりとりのだいすきなおうさま」 

   「トラのじゅうたんになりたかったトラ」 

１－２「まあ、なんてこと！」 

   「トラのじゅうたんになりたかったトラ」 

２－１「ノラネコぐんだんパンこうじょう」 

   「ねずみくんのきもち」 

２－２「うきわねこ」 

   「えんぎがいい」 

第 1回ポケットの会の様子 

３－１「オニのサラリーマン」 

   「光の旅かげの旅」 

３－２「うそうそかわうそのむかしばなし」 

   「びんぼうがみとふくのかみ」 

４－１「寄生蟲図鑑」 

   「干したから…」「わらしべ長者」 

４－２「つきよのニャロベエ」 

   「なぜ、おふろにしょうぶをいれるの？」 

５－１「むしをたべるくさ」 

   「あたらしいぼく」 

５－２「さかさことばでうんどうかい」 

   「天の火をぬすんだうさぎ」「ひとあしひとあし」 

６－１「空気がなくなる日」 

６－２「おもいのたけ」 

   「ほしぞらキャンプ」 

 

 

 

 

 

 


